
60 No-Dig Today  No.86（2014.1）

国内イベント報告・2

　平成25年10月10日・11日に，秋葉原UDXギャラ
リーにて「防災・減災全力宣言!!」をテーマに第40回
OYO展が開催されました。
　今回のOYO展では，世界有数の自然災害国である
我が国の南海トラフ地震や首都直下型地震，火山災害
などの甚大な被害が懸念される自然災害に対し「リス
クの見える化」の製品や計測機器・ソリューションを
紹介していました。
　私は，10日の午後から会場を訪れ，二つのセミナー
（写真−1：会場はほぼ満席で大盛況）を拝聴し，そ
の後展示会場を見学しました。

　一つ目のセミナーは「事前防災・減災を継続する─
首都直下型地震を事例に─」というタイトルでした。
　東日本大震災から2年半が過ぎ，被災地の復興も全
国各地の対策もいまだ道半ばの中，時間経過と共に薄
れつつある危機意識に対し，首都直下型地震を事例に
想定される被害や対策の課題を紹介していました。首
都圏直下型地震（東京湾北部地震）が発生した場合，
首都圏の人口集中地区でM6強を予測しています。火
気を多く使用する冬18時での被害予測は以下の通り
です。

　・死者1〜1.2万人　　　・負傷者20万人
　・倒壊焼失建物25万棟　・避難者600万人
　・帰宅困難者825万人　　等々
　東日本大震災と大きく異なるのは，倒壊と火災によ
る災害が大部分を占めることです。対策としては，ハ
ザードマップにより災害が起こりやすい場所と安全な
場所を事前に把握することと，日常の訓練により｢い
ざという時の行動に繋げる｣ことが大切だと説明があ
りました。
　二つ目のセミナーは「迫りくる火山噴火に備えて─
過去の噴火災害から学ぶ─」というタイトルでした。
　特に印象的だったのは，20世紀以降のM9以上の大
地震後に火山噴火が発生していないのは東日本大震災
のみということです。正直，驚きました（まだ可能性
はゼロではない）。火山噴火の災害は地震とは異なり，
溶岩流・火砕流・降灰・噴石・土石流・火山泥流・山
体崩壊などがあり，発生すると火山周辺に甚大な被害
を与えるそうです。想像しただけでもゾッとします。
自然には勝てない！どうやって逃げるか！それには事
前に災害規模や内容を予測し，把握しておくことが大
切なのだと改めて思いました。
　展示会場では，「大地震への備え」と「防災・減災
ソリューション」の2大テーマに基づいて，パネルや
各種のシステム・測定機器が展示されていました。
　展示コーナーでは，地震・津波・液状化・火山・豪
雨等について，その発生メカニズムや発生に伴う被害
状況や南海トラフ地震での津波シミュレーション等が
展示されていました。
　最先端の機器やテクノロジーによりあらゆる計測と
解析が可能となっており，大きく掘らずに調査する技
術はまさに「非開削」であり，当協会と通ずるものが
あると思いました。中でも興味深かったのは「人命探
査レーダー」です。我々も良く活用する電磁波を用い
た埋設・空洞調査の技術を応用し，倒壊した建物や土
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写真−1　セミナーの様子
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砂の下敷きになっている生存者の呼吸による肺の動き
を検出して迅速な救助活動を目的としたレーダーです。
　防災・減災から災害が発生した場合の救助まで視野
にいれた展示に，感心させられました。つい先日の台

風26号で首都圏はあの交通機関マヒですから，セミ
ナーでも言われていた「被災想定をわがことに」考え，
自然災害に対する対策を事前に考え・行動することの
大切さを痛感させられた展示会でした。

写真−2　展示コーナーの様子


